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1. 研究の目的、およびその背景
　本研究は、14~16 世紀のイタリアの画家達による受胎告
知画において、視覚的に表出された天使像が諸々の形象群と
ともに構成する絵画空間の在り様を解明し、その変容を分析
することから、そこに天使を表出することの意義を明らかと
することを目的としている。
　加えて、筆者の究極の目的は、絵画表現における天使とは
何なのか、および、天使をなぜ人間は存在させるのかを考察
し、時代を超えた天使像を提示することにあり、本論はその
端緒となる研究である。
　キリスト教神学は、天使を「身体なき精神」、あるいは「人
間には不可視の肉体を持つもの」1）と規定する一方で、キリ
スト教美術は、実に多数の視覚的天使像を擁して来た。本研
究では、その中でもキリスト教の起点ともいえる受胎告知を
主題に描かれたイタリア絵画を素材に、比較・分析を行った。

2. 受胎告知について
　受胎告知とは、新約聖書ルカ伝福音書に記される、イエス・
キリストの生涯に先立ち、神から選ばれたマリアが、神から
の使い（天使）ガブリエルにより、神の子を宿し産むことを
告げられ、それを受諾するという、キリスト教の起点ともい
える場面である 2)。
　キリスト教美術において天使は夥しく表出されるが、その
多くで主要な登場人物の周囲を飾る傍役であり、また空隙を
埋める副次的な要素と見えるが、受胎告知で天使は、マリア
とともに中心的要素を為す。従って受胎告知画は画家にとっ
て、天使のイメージ表出の競作の場ともなった。天使はマリ
アと対面し告知するためにそこに登場し、その告知の発信者
は神であり、神からマリアへは別途、聖霊が発射される。そ
れら諸要素の複合体、有機的結合体として受胎告知画があり、
そこでは組織的イメージの全体に対し、天使が果たす機能を
視覚的に見ることができるのである。
　受胎告知画が特に盛んに描かれたのは、ルネサンスの時代
と呼ばれる 14 世紀から 16 世紀にかけてのヨーロッパ諸域
においてで、特にその初期から中期には、フィレンツェやシ
エナを中心とする中部イタリア、トスカーナ地方であった。
シモーネ・マルティーニ、フラ・アンジェリコ、レオナルド・ダ・

ヴィンチ、サンドロ・ボッティチェリなど 14~15 世紀各時
期を代表するトスカーナの画家の受胎告知画は、今日、天使
の視覚的イメージを強く規定するものとして広く一般に知ら
れている（図 1）。

3. 先行研究
◉受胎告知に関する先行研究
　美術史家の矢代幸雄（1890~1975）による受胎告知画の
総括的な研究『受胎告知』は、イタリアを中心に広く世界か
ら蒐集された図版集を擁し、受胎告知に関する主要な問題群
について作品に即し論評を加えた、美術史学による受胎告知
研究の基礎となる古典であるが、受胎告知の場面を「若々し
い処女マリア」と「青年天使」による「天地間の恋愛」と捉
えるロマンティックな詩情が基調となっており、天使表出と
絵画空間を結ぶ視点は示されない 3)。
　フランスの美術史家 G・ディディ = ユベルマン（1953~）
による『フラ・アンジェリコ―神秘哲学と絵画表現』4) はフラ・
アンジェリコ等 15 世紀半ばのイタリアの画家が絵画表出に
秘めた思想・哲学・神学・信仰の深淵を深く探求し、受胎告
知画を神秘神学的に再解釈する中で、美術史学の現状を突破
する挑戦的な試論を提示し、本研究へも多くの示唆を与える
が、主としてキリストとマリアを対象に論議され、天使表出
への言及は為されていない。

図 1　フラ・アンジェリコ「受胎告知」1438~1450 年頃 , フレスコ , 
サン・マルコ修道院北回廊 , フィレンツェ ［2014 年 6 月 16 日 寺門孝之撮影］
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◉天使表出に関する先行研究
　ケネス・クラーク『ザ・ヌード』『風景画論』の訳者であ
り、イタリア・ルネサンス美術の専門家である佐々木英也

（1932~）の『天使たちのルネサンス』は、一般普及書ながら、
フラ・アンジェリコ、フラ・フィリッポ・リッピの絵画を中
心に、天使の絵画表出を軸にルネサンス美術を総括する挑戦
的な内容であり、14~15 世紀ルネサンスの時代を「天使の
世紀」と呼び、本論の視点に隣接する内容を含むが、その第
1 章でトマス・アクィナスや、偽ディオニュシオス・ホ・ア
レオパギテスなど神学者による天使論を概観するため、それ
らに基づく天使に関する判断が差し挟まれる部分がある 5)。
◉絵画空間および遠近法に関する先行研究
　ドイツ出身の美術史学者でイコノロジー（図像解釈学）の
理論提唱者エルヴィン・パノフスキー（1892~1968）が
1924-25 年に発表した『〈象徴形式〉としての遠近法』はこ
の領域における古典的論文であり、ルネサンス遠近法によっ
て表出される絵画空間を、西欧近代を成立させる科学精神の
象徴的な現れと見る視点は、現在の視覚論のみならず広範な
分野に影響を及ぼしているが、その中で特定の受胎告知画に
触れ、興味深い注釈を加えている 6）。
　図学研究者である小山清男（1916~）の論文『Fra Ange 
-lico の受胎告知―その遠近法と絵画空間について』は、フラ・
アンジェリコの有名な3点の受胎告知画に表出されている空
間を、図学的に比較分析するものであるが、画家の思索にま
で触れる見解が随所に示される 7）。
◉視線に関する先行研究
　フランスの評論家ジャン・パリス（1921~）は『空間と視
線̶西欧絵画史の原理̶』において、多数の西欧絵画の観察・
分析から、絵画内に表出される視線と、絵を見る者の視線と
の交流が絵画空間を形成することを提示し、それらの視線の
在り様を分類しており、ごくわずかだが受胎告知の視線への
言及を含む 8）。
　本研究は、以上に掲げた先行研究では扱われていなかった

「受胎告知画における天使表出の意義」に視点を据えること
により、これらの先行研究を結び、新たな視座を提示する。

4. 研究材料の設定、および研究の方法　
　2014 年 6 月 15~23 日の日程でフィレンツェ・シエナ・
アレッツォおよびパリ（ルーヴル）への現地調査に赴き、美
術館および教会建築の内外に多数の受胎告知画を観察するこ
とが出来た。その中にはフランドルをはじめ、イタリア以外
の地域のもの、中世や 17 世紀以降のものも含まれるが、本
研究では、実地観察の中心を成す 14~16 世紀のイタリアの
画家による受胎告知に材料を限定し、それ以外の時代、地域
については後考に期することとする。現地調査により観察し
得た 46 点を含む素材集の構成は以下の通りである。
　矢代幸雄『受胎告知』3) に掲出されている図版から、
14~16 世紀のイタリアで描かれた 102 点の受胎告知画を抽

出。重複を避け、ファイドン刊の画集『受胎告知』9)から17点、
ディディ = ユベルマン『フラ・アンジェリコ―神秘神学と絵
画表現』4) の図版から 4 点、フィレンツェのアカデミーア美
術館の公式カタログ 10) から 8 点、杉山博昭『ルネサンスの
聖史劇』11) の図版から 1 点、『ボッティチェリとルネサンス
―フィレンツェの富と美展図録』12) から 2 点、ジョン・ポー
プ = ヘネシー『フラ・アンジェリコ』13) から 2 点、さらに
筆者自身の撮影による 8 点を加えた計 144 点の画像を、可
能な限り編年体としたものを本論の基礎材料とし、ここに「受
胎告知集イタリア 2015」と呼ぶこととする。
　これら 144 点の編年的な地域分布を確認すると、14 世
紀にはトスカーナの受胎告知が全イタリアに占める割合は
91%、15 世紀には 76% であるが、16 世紀には 48% となり、
受胎告知画は時代を下るに従い、トスカーナから他へ分散し
て行くと見做せる。
　考察の対象とする画像は、受胎告知画の一部を切り取った
ものではなく、全体像を見ることが出来るものが望ましい。
それぞれの受胎告知画に対し、web 画像も含め可能な限り
複数の画像にあたり、全体像を把握することを求めた。この
144 点を、編年的な傾向に配慮しつつ、ディディ = ユベルマ
ン等による神学的解釈の成果も参考にしながら、天使表出が
その絵画空間における他の表出形象要素とともに構成する絵
画空間の構成の原理を考察し、複数の天使表出絵画の連関か
ら、その変化を辿り、そこに天使を表出する意義を探求する。

◉第 1章　天使とマリアの「あいだ」（14~15 世紀のトスカー
ナの画家達による受胎告知画における絵画空間の構成）　
　第 1 章では、天使がマリアとどのような配置で表出される
かに着目する。全 144 点において、天使は背に翼を有して
表出されるものの、14~15 世紀では天使が飛翔する表出は
少なく（9 点）、その場合も目の高さはマリアに合わせられ
る。天使がマリアと同じ平面上に着地している表出が圧倒的
に多く（96 点）、また、天使とマリアが分断され、別の画面
に表出されるため同一平面上に存するか不明な場合（17 点）
においても、天使とマリアは厳密に等高的に表出され、向か
い合って配置される。しかも、二者は隔たりをもって対峙す
るため、絵を視る者は天
使とマリアとの「あいだ」
を意識することになる。
その「あいだ」には、興
味深い様々な形象が表出
され、それらには必然的
な関連を見出すことがで
きる。これらの配置や形
象群に注目し分析を行っ
た結果、以下の 4 点を明
らかとした。
①　天使とマリアが同一

図 2 ドウッチオ 「受胎告知」1308~11
年 , 板にテンペラ , ナショナル・ギャラ
リー , ロンドン 14)/ 筆者による作図
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地平上に向かい合い、線対称的に表出されるものが圧倒的に
多く、その対称軸は、本来、受胎告知場面が描かれた場所が、
教義的内容との連関から「門」「扉」であったことの残像を
成す。
②　天使とマリアとに挟まれる領域に「門」「扉」としての「開
き」が潜勢し、その二者の「あいだ」が、絵を見る者（視者）
に意識化され、そこに、天使とマリアが交わす言葉の「文字
列」、受胎の成就および救世主の到来としての「柱」、彼方へ
と導く「小径」、眼差しの前進を遮る「扉」といった形象が、
互いに置換―補完し合うように生起して来る。
③　これら形象が視者に「遠 / 近」「見通せる / 見通せない」
の対立的な見え方を意識化させ、絵画空間において「奥行き」
が強調され、いわゆるルネサンス遠近法的な三次元性が優勢
的となって行く。
④　その過程における天使表出の意義とは、マリアと向かい
合い、対称を成すことによって強調される「水平―垂直の軸
線」に対し、天使がマリアに示すささやかな所作によって生
み出す「斜線」が、絵画内に運動性・回転性を生起させ、視
者の眼差しを絵画内へ誘導し、空間のみならず時間的な「前
進」をも促すことであり、絵を視る者に絵の奥行き方向の「彼
方」へ誘うことである。

◉第 2章　天使と大地の「あいだ」（14~16 世紀のイタリア
受胎告知画における天使の飛翔表現から見る絵画空間の変
容）
　第 2 章では、第 1 章で扱わなかった「天使の飛翔表現」
に着目する。14~15 世紀では少なかった天使の飛翔表出が、
16 世紀になると目立つようになる。その変化にどのような
原理がはたらいているのか、天使の足許周辺の形象やその下
の基盤面の観察をもとに分析をした。15 世紀中葉のフラ・
アンジェリコその他による受胎告知画には、受胎告知の場面
と同時に、アダムとエヴァの楽園追放の画面が描かれている
例があり、その楽園を示す緑地帯に対して、天使とマリアが
載る基盤面が設置される。その事実は、第 1 章において天使
とマリアが立脚する同一平面と見做していた基盤面が、それ
より下層に想定されるより根底的な「大地」と天使との「あ
いだ」の表現である可能性を示唆する。その仮説に基づく分
析の結果、以下の 5 点を明らかとした。
⑤　15 世紀初頭のロレンツォ・モナコの天使の飛翔表現か

ら、天使の足許の「雲」  とその下の基盤面の「不定形模様」
とが強く連関し、基盤面を「空中」として表出する画家の意
図を確認できる。
⑥　「不定形模様」の基盤面上の天使像は、動作をともなわ
ない飛翔を潜勢し、マリアと等高的に配置され、マリアとの

「あいだ」を生成し保持することができた。そのことは 15
世紀を通じ受胎告知画において天使の飛翔表出が少ないこと
の根拠を成す。
⑦　天使とマリアのそれぞれの下で表現の分かれる「基盤面」
は、天使と大地との「あいだ」の表現の工夫であり、15 世
紀イタリアの受胎告知においては、「不定形模様」と「格子
模様」の主に 2 種の基盤面表現が共存し、均質的ではない不
連続性を強調する絵画空間を構成し得た。
⑧　16 世紀には、「不定形模様」の基盤面表出は失われ、絵
画空間が線遠近法的な体系空間として完成するに従い、天使
は現実的な飛翔の動作をともなって表現され、その足許には
立体的な「雲」の描写が現れる。天使と大地の「あいだ」は

「3 次元空間」として視覚表出が可能となり、完成された「3
次元空間」には、天使のみならずプットー（有翼児童）も群
れて飛翔することとなる。
⑨　完成された「3 次元空間」における、現実的で具体的な
飛翔動作の表出は、それまでの絵画空間が孕んでいた時間的
前進性を排除し、絵画は瞬間を表出するようになる。

◉第 3章　絵画と視者の「あいだ」の天使（14~16 世紀の
イタリア受胎告知画における視線表出による絵画空間の構造
と内面の生成）
　第3章では、「視線」の表現が生起する「あいだ」を検討する。
西欧絵画の絵画空間を視線から解読しようとするジャン・パ
リスの視線論を整備・展開し、そこに得られた知見を、受胎
告知画に応用することで、天使表出の意義についての認識を
補強する。視線そのものは不可視であり、顔の向き、目の微
妙な表現、その他の動作によって間接的に表出される。絵画
内に設定される複数の視線表出の工夫により、絵を視る者の
視線が絵画空間に参入することになる。受胎告知において特
徴的な天使の真横向きの表出とその視線は、絵画の内部およ
び視者に対して何を成すことになるのか。考察の結果、以下
の 3 点を明らかとした。
⑩　受胎告知画の大多数において、天使は真横顔として視線
を真っ直ぐにマリアへ差し込むように表出される一方、マリ
アがそれに応えて真横顔を天使へ向ける表出は、天使とマリ
アが別の画面に分断される場合に多く見られるが、同一画面
上で二者の視線が交わることは少ない。厳密に真横を成す天
使のマリアへの視線は、絵を視る者の視線と直交し十字を成
し、視者の絵画へ向かう視線は、天使の視線によってマリア
への注目へと転換される。
⑪　絵画内に「3 次元空間」が整備される過程とともに、天使・
マリアの視線表現（表情）も繊細となり、絵画空間内で向か図 3  天使と大地の「あいだ」=「基盤面」の図解［寺門孝之作図 , 2015］
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う対象を認識し得ない視線は、その人物（マリア）の内面へ
と絵を視る者の注意を導くこととなる。ここに、絵画内に表
出される視覚的な奥行きと同時に、登場人物（マリア）の内
面の奥行きが表象されていく。
⑫　その結果、受胎告知画において表出される全ての内容は、
マリアの内面として再表出され、視者は絵画と対面すること
により、マリアの内面と向かい合うこととなり、天使が絵画
と視者の「あいだ」に存在する構造が明らかとなる。

5. 結論―空「間」・時「間」・人「間」～「あいだ」を活性す
る天使
　第 1 章において、受胎告知の天使とマリアの「あいだ」に
はそもそも「門」「扉」としての切断があることを確認した。
その切断を、第 2 章では、天使とマリアのそれぞれの立脚
する基盤面が表現していることを見た。その切断とは、天使
の「天」とマリア（人間）の「地」を切り離すものである。
キリストの受胎のみがその切断を解消し得るはずであるが、
天使と大地の「あいだ」である基盤面は、人間と楽園として
の大地とを切り離す表象としても機能することが確かめられ
た。楽園から人間を追い立てるのもまた、天使なのである。
第 1 章で観察し得たように、絵画内の空間的な奥行きが、時
間的な前進を同時に表出し得た絵画空間から、第 2 章でその
過程を観察し得た 3 次元空間表現の洗練により、絵画から時
間の連続性・前進性が押し出され、前後の無い瞬間の表出へ
と変化する。時間を前後から切り離し、瞬間を固定するのも、
飛翔する天使の表出であった。第 3 章では、人と人との「あ
いだ」を結ぶ視線が、天使とマリアの「あいだ」では一方向
的なものであり、天使に視線を返さないマリアの他所へ逸れ
る眼差しがマリアの内面へと、絵を視る者を導くことを確認
した。それは同時に、絵画に向かいそれを観ることが、視者
にとって内面へ向かう行為であることを示す。パノフスキー
がささやかに触れたように、ルネサンス遠近法的な等質空間
が、天使とマリアの「あいだ」に育まれたのだとすれば 15)、
その遠近法が視者に見せる奥行きには、天使とマリアとの切
断が含まれている。ルネサンス遠近法が、これもパノフスキー
が言及する通り 16)、単眼の視点の固定を前提とすることに
より、視者は全ての隣人と切り離されることとなる。天使は
背に翼を有してはいるが、人の姿で表出された。それにより、
マリアと天使との切断は、人と人の「あいだ」の切断となる。
絵を視る人である「わたし」の視線を、天使は真横向きの眼
差しにより、マリアへ向かわせ、マリアの内面と「わたし」が、
絵画空間において混淆する。おそらく、そこにおいてキリス
トが受胎することが見込まれるのであろう。天使の表出は、
人を楽園と切り離し、人工物に囲い込ませ空間的に切り離し、
時間的に切り離し瞬間を固定し、人との間を切り離し個人と
する。あらゆる「あいだ」を切り離した上で、個人となった
者がキリストと出会うように導く。それらの全てが、人に似
ながら背に翼を有し、地上に属さないその来歴を示し、絵を

視る者に対し真横を向きつづける天使の表出により喚起され
る、空間・時間・人間と天使表出が形成する「あいだ」こそ
が、絵を描く者、絵を視る者の想像力を促進し、創造性を自
由にはかばたかさせること̶そのことに起因し、もたらされ
る。それらは聖書の内容を絵画に描こうと努めた画家達の創
意と工夫の賜物であった。絵画に天使像を表出する意義とは、
空間・時間・人間それぞれが抱く「あいだ」を喚起し、意識
化し、活性することにある。その成果として、切断が実現さ
れる。
　
6. 後記、および今後の展開
　日本の言葉において、空間・時間・人間―その全てが「間」
の漢字を有している。漢字研究者として名高い白川静によれ
ば、「間」の字は、「際」「隙」とつながり、「神人の相接する
ところ」と同時に「神と人との間を隔てるもの」の意を含む
という17)。全き西欧の表象であるキリスト教絵画における「天
使」の表出の観察から抽出された「あいだ」が、「間」の字
義に相応する事実は甚だ興味深い。
　本研究によって得られた、14~16 世紀イタリアの受胎告
知画における天使表出の意義の内容は、同時代のその他の主
題の天使表出において、ないしは、フランドルをはじめイタ
リア以外の地域の受胎告知においても有効であろうか。さら
に、筆者の最も強く抱く欲望は、17 世紀以降現代へと至る
各時代の天使の絵画表出において、本研究の成果は有効であ
るかどうかを検証することにある。例えば、フラ・アンジェ
リコと同等な強い影響力で、天使および絵画空間において特
異点を成す画家として、20 世紀初頭のパウル・クレーの天
使像を研究対象とし、ひきつづき、絵画表現における天使と
その役割について探求していく予定である。
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Figure 1. Fra Angelico’s Annunciation, c. 1438-1450. A fresco in the northern corridor of the 
San Marco monastery, Florence. (Photographed by Terakado Takayuki on 16 June 2014.)
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Figure 2. Botticelli’s Annunciation (1308-11), 
tempera on wood, in the National Gallery, 
London. (14) Superposed diagram by the 
present writer.
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Figure 3. The interval between the angel and the earth: an explanatory diagram of the 
ground. (Terakado Takayuki, 2015.)
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